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１ はじめに 
人間社会で重要な役割を担う計算機と，それ

を利用する人間との，話しことばを用いた柔軟

でかつ高度なコミュニケーションの実現が期待

されている[1，2]．しかしながら，このような

知的な HCI（Human-Computer Interface）を実現

するためには，システムが必要に応じて若者語

などの未知語を処理（理解・生成）できなけれ

ばならない． 

このような観点から，筆者らは，従来の自然

言語処理技術では十分な処理が実現されていな

い若者語などの未知語について，その処理に関

する研究に従事している[3，4]． 

本稿では，そのうち，若者語処理方法を未知

語獲得システム（未知語獲得が可能な日本語統

語解析システム）に適用し動作確認を行った結

果について報告する． 

 

２ 若者語とは 
２．１ 若者語の定義 

筆者らは，米川明彦氏による定義[5]に基づい

て，工学的な観点から，若者語を，「既知語に，

若者語変換規則を適用することで生成される

語」と定義した． 

 

２．２ 若者語変換規則 

若者語変換規則とは，既知語から若者語を生

成するための「変形型」「連想型」「その他」

の 3 種類からなる変換規則である． 

A) 変形型 

変形型は，既知語の表記から若者語の表記を

生成する，6 種類の変換規則の総称である．変形

型によって生成された若者語は，表記のみが変

化するだけで，意味はその元となった既知語と

変わらない．変形型の下位分類は以下の通りで

ある． 

［省略型］ 既知語の表記の要素を一箇所以上

省略して若者語を生成する変換規則で，単省 

略型と複合省略型の下位分類がある． 

［倒置型］ 既知語の表記の前部と後部を倒置

して若者語を生成する変換規則である． 

［転訛型］ 既知語の表記の一部を，転訛規則

を用いて若者語を生成する変換規則である． 

［動詞の派生型］ 既知語の表記（またはその

一部）を語幹として，若者語（ラ行五段動

詞）を生成する変換規則である． 

［名詞の派生型］ 既知語の表記（またはその

一部）に接尾語を付けることで，若者語（名

詞）を生成する変換規則である． 

［形容詞の派生型］ 既知語の表記（またはそ

の一部）に接尾語を付けることで，若者語

（形容詞）を生成する変換規則である． 

B) 連想型 

連想型は，ある既知語から，それとは異なる

既知語を連想し，どちらか一方の表記に他の一

方の意味を関係付けることで若者語を生成する，

2 種類の変換規則の総称である．連想型によって

生成された若者語は，元の語の意味を失い，新

たな意味を持つ．なお，連想型はその変換規則

に応じて「意味連想型」「表記連想型」の下位

分類がある． 

C) その他 

変形型，連想型以外の変換規則である． 

３ 若者語の処理方法 
本研究では，若者語のうち，省略型によって

生成された若者語（名詞）についての処理方法

を未知語獲得システムに適用した．以下では，

省略型によって生成された若者語を既知語に復

元するための処理方法について説明する． 

省略型による若者語の復元処理は，単省略型

処理，複合省略型処理 A，そして B の順に，図 1

のような流れで行う．なお，各処理の詳細は以

下の通りである． 

［単省略型処理］ 若者語の表記をそのままの

形で含む既知語をシステム搭載の辞書から検

索する．例えば，若者語“コンビニ”の場合，

辞書を検索し，既知語“コンビニエンススト

ア”が検出される． 

［複合省略型処理 A］ 若者語の表記を二分割

し，それらが含まれる既知語一語を検索する．

例えば，若者語“フリマ”の場合，“フリ”
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と“マ”に分割し，辞書を検索し，それらが

含まれる既知語“フリーマーケット”が検出

される． 

［複合省略型処理 B］ 若者語の表記を二分割

し，それらが含まれる既知語二語をそれぞれ

検索する．例えば，“就活”という若者語の

場合，“就”と“活”に分割し，辞書を検索

し，それぞれが含まれる既知語“就職”“活

動”が検出される． 

 

 
図 1. 省略型若者語処理の流れ 

 

４ 若者語処理方法のシステムへの適用 
４．１ 未知語獲得システムの概要 

上記の若者語処理方法を，筆者らが作成中の

未知語獲得システムに組み込んだ． 

このシステムは，漢字かな交じり文を入力と

して受け付け，まず，未知語存在の検出と未知

語候補文字列の抽出を行う．ついで，必要に応

じて，語内構造の分析を行った後，未知語の品

詞推定・意味推定を行う．若者語の処理は，語

内構造分析の一部として，新たに組み込んだ． 

本システムは，未知片仮名異表記語や未知複

合語の処理等を行う機能がすでに実現されてお

り，これに付加する形で若者語処理機能を実現

した．その結果，処理効率のチューニングが現

状ではまだ不十分ではあるが，動作内容の妥当

性は確認されたので，その動作例を以下に示す． 

 

４．２ システムの動作例 

いくつかの例文を入力し，本システムを動作

させた．以下に，若者語処理方法を適用する前

のシステムと適用した後のシステムについて，

それぞれの動作結果を示す．なお，＜適用前＞

の下線部が未知語として処理されたものであり，

＜適用後＞の波線部が若者語処理によって復元

されたものである． 

 

[例文１] フリマで壷を買った 

＜適用前＞ 

文(述部(未知語(フリマ),格助詞(で),名詞

(壷),格助詞(を),五段動詞連用形(買う),過去

助動詞た終止形(た))). 

＜適用後＞ 

文(述部(名詞(フリーマーケット),格助詞(で),

名詞(壷),格助詞(を),五段動詞連用形(買う),

過去助動詞た終止形(た))). 

 

[例文２] 就活で忙しい 

＜適用前＞ 

文(述部(未知語(就活),格助詞(で),形容詞終

止形(忙しい))). 

＜適用後＞ 

文(述部(名詞(就職),名詞(活動),格助詞(で),

形容詞終止形(忙しい))). 

 

[例文３] 私はコンビニの店長です 

＜適用前＞ 

文(呈題部(名詞(私),係助詞(は)),論述部(未

知語(コンビニ),格助詞(の),名詞(店長),断定

助動詞です終止形(です))). 

＜適用後＞ 

文(呈題部(名詞(私),係助詞(は)),論述部(名

詞(コンビニエンスストア),格助詞(の),名詞

(店長),断定助動詞です終止形(です))). 

 

５ おわりに 
以上，若者語処理方法を未知語獲得システム

に適用した動作結果について報告した． 
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